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２ 上位関連計画等の整理 

１）栄町第５次総合計画 後期基本計画（案） 

■目標年次 令和 5 年度～令和８年度 

■将来像 

 

■地域公共交通の

位置づけ 

●鉄道の利便性向上 

・誰もが利用しやすい駅にするため、施設のバリアフリー化対策と公共施

設との複合化を推進 

・町民が安全で安心して通行できるよう、老朽化した南北自由通路にバリ

アフリー化対策を講じるなど改修工事を実施 

・成田線利用環境向上のため、増発や接続改善などについてＪＲ東日本に

対し積極的に要望活動を行うとともに、沿線活性化のためのイベントな

どを実施 

・安食駅の利便性の向上を図るため、窓口営業時間外の券売機の稼働や非

常停止ボタンの設置などについて、ＪＲ東日本に対し積極的に要望活動

を実施 

●交通ネットワークの充実 

・地域の生活交通として重要な安食駅から竜角寺台間の路線バスについ

て、事業者を支援し運行を維持 

・公共交通空白地域の解消と高齢者など車を運転できない町民の移動手

段を確保するため、町内循環バスを運行 

・町民の移動手段の選択肢を広げるため、県道鎌ケ谷本埜線バイパスの開

通に合わせ、安食駅から成田スカイアクセス線印旛日本医大駅方面への

バス路線の実証実験を実施 
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２）栄町都市計画マスタープラン（平成 27年４月） 

■将来像 ひとが元気 まちが元気 みんなでつくる水と緑のふるさと さかえ 

■目標年度 2015（平成 27）年度～2034（令和 16・平成 46）年度 

■都市づくり目標 ●目標１：賑わい創出に向けた都市づくり 

●目標２：雇用の場の創出に向けた都市づくり 

●目標３：居住地の受け皿づくり拡大に向けた都市づくり 

■将来フレーム 目標人口：23,000 人（2034（令和 16・平成 46）年 

■地域公共交通の位置

づけ 

●将来土地利用展開エリア 

・公共交通の結節点として、多くの住民が日常的に利用する駅周辺に

「駅周辺活性化エリア」を配置 

・観光客や住民の暮らしを支える店舗の集積を図るなど、にぎわいの

創出に向けたエリアの形成 

●公共交通の充実 

・安食駅周辺地区では、本町の生活を支える公共交通の結節点として

の機能の向上と、店舗・事務所などの立地、集積を図ります。 

■土地利用構想 
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３）栄町立地適正化計画（令和４年７月） 

■まちづくりの基本

方針 

 

■地域公共交通の位

置づけ 

●多世代集住型コンパクトシティ 

○施策・誘導方針メインターゲット-２:利用しやすい公共交通を確保 

・鉄道の利便性向上 

・バス交通の利便性向上 

●高齢者が安心してずっと暮らせるまち 

○施策・誘導方針サブターゲット①-１:安全で歩きたくなる空間を確保 

・歩行空間の確保・適切な維持管理 

・バリアフリー化の推進 

■誘導施設・誘導区域 
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４）安食駅周辺地区 都市再生整備計画事業（令和３年 10月） 

■事業内容 所在地：千葉県栄町 

事業主体：栄町 

面積：２４６．０ha 

交付期間：令和元年度～令和５年度 

事業費：全体 215.5 百万円（国費：８６．２百万円） 

事業内容：道路整備、公園整備、イベント広場整備 等 
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■地域公共交通の位置

づけ 

●バスシェルター設置事業 

・高質空間形成施設（路線バス主要停留所へのバスシェルター設置事

業） 

・衛星都市を運行するバス路線で、特に利用者が多い主要バス停にシ

ェルターを設置する。 

 

  




